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日本共産党杉並区議会議員 

杉並区善福寺２－２－１１

TEL 090-9973-0941 
 

ホームページ 
http://yamadakohei.jp 

七
月
二
十
七
日
、
西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
外
環
道
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

外
環
道
路
計
画
は
住
宅
街
の
直
下
・
大
深
度
地
下
（
地

下
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
深
）
を
使
用
し
た
前
例
の
な
い
大

規
模
工
事
で
す
。 

総
事
業
費
が
一
兆
三
千
億
円
を
超
え
る
と
い
う
莫
大

な
工
費
投
入
と
、
地
下
水
脈
へ
の
影
響
等
の
環
境
汚
染
、

地
表
部
分
の
住
宅
街
へ
の
影
響
等
、
様
々
な
問
題
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
大
深
度
地
下
の
掘
進
を
行
な
う
た
め
の
「
立

て
坑
」
を
掘
り
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

計
画
地
域
全
体
の
地
盤
調
査
等
が
行
な
わ
れ
な
い
場

合
、
住
宅
へ
の
被
害
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
は
、
住
民

の
個
別
対
応
と
な
り
、
被
害
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
被
害
発
生
時
の
補
償
等
に
つ
い
て
は
、
国

と
事
業
者
間
の
責
任
の
所
在
が
示
さ
れ
ず
、
不
明
瞭
な

状
況
で
す
。 

住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題
が
山
積
し
た
ま
ま
、

工
事
を
強
行
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

家
屋
調
査
の
実
施
は
重
要
で
す
が
、
一
方
で
「
全
体

の
地
盤
変
動
や
地
下
水
脈
の
調
査
は
考
え
て
い
な
い
」

な
ど
、
国
は
不
充
分
な
対
応
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。 

国
の
対
応
は
〝
想
定
外
の
事
態
〟
を
度
外
視
す
る
極

め
て
問
題
の
あ
る
姿
勢
で
す
。 

こ
の
間
、
工
法
や

環
境
へ
の
影
響
等
に

つ
い
て
、
住
民
へ
の

適
切
な
説
明
責
任
が

果
た
さ
れ
ず
、
不
安

の
声
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。 

今
回
の
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
で
は
、
計
画

沿
線
の
地
表
部
分
の

住
宅
に
対
し
て
行
な

わ
れ
る
家
屋
調
査
の

概
要
等
が
示
さ
れ
、

活
発
な
質
疑
応
答
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

国は当初、大深度地下を使用した際には

「地下水脈への影響もなく地盤の変動も

起こらない。地上には影響がない」と強弁

していました。 

しかし、この間、方針を一変させ「万が

一」を強調し、家屋調査を実施することを

決定しています。 

国
に
対
し
て
、
住
民
か
ら
の
質
疑
応
答

が
行
な
わ
れ
た
。 

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
家
屋
調
査

の
概
要
が
示
さ
れ
た
が
、
該
当
件

数
、
期
間
、
詳
細
な
調
査
項
目
等
が

定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
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○募集数  ポイント方式（家族向け）1290 戸 

単身者向け        225 戸 

       シルバーピア住宅      75 戸 等 
 

○申し込み用紙配布期間 
２０１５年８月３日（月）～８月１１日（火） 
 

○申し込み用紙配布場所 
区役所、福祉事務所、各区民事務所・分室及び駅前事務

所 
 

○応募方法 
郵送で２０１５年８月１４日（金）までに、募集案内記

載の送付先へ。 
 

○広報すぎなみ掲載予定 
２０１５年８月１日号に掲載 
 

○問い合わせ先 杉並区都市整備部住宅課住宅運営係 

０３－３３１２－２１１１（内線３５３６）

 
 

地域のお祭りの季節 
 

地域では夏祭り真っ盛りです。区議会議員

にも来賓などのご案内が届くため、可能な限

り参加させて頂いています。 
地域の活性化のために、地元商店会や町会、

学校 PTA などのみなさんのご努力に頭が下が

る思いです。 

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
等
で
の
聞
き
取
り
よ
り
（
二
〇
一
五
年
七
月
時
点
）
明
ら
か
と
な
っ

た
家
屋
調
査
の
概
要
で
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

山
田
耕
平 

０
９
０
‐
９
９
７
３
‐
０
９
４
１

最近は、子どもたちも大

きくなったので、お祭りに

も積極的に連れ出すよう

にしています。微妙なとこ

ろで仕事と育児を両立し

ています（苦笑）。 
地元のお祭りは本当に

楽しいものです。子どもた

ちがもう少し大きくなっ

たら、私もお手伝いに尽力

しようと思います。 

■ 調査概要：建物の傾斜、基礎のひび割れ状況などをスケッチや写真及び調書におい

て記録を残す。調査個所は目視で確認できる範囲。 

■ 調査範囲：トンネルから４０メートルの範囲（杉並区内では、若干広がる見通し）。

■ 調査対象家屋数：１０００～２０００件。 

■ 調査実施予定期間：早ければ２０１６年初頭から開始～２０１７年上半期頃を予定。

■ 事後調査（不具合が発生した等）の期間：工事完了後、１年間。 

■ 住民への周知方法：広報への掲載、近隣へのポスティング、地元町会等での説明会。

こ
の
間
示
さ
れ
て
い
る
杉
並
区
内
の
家
屋
調
査
範
囲
（
線
の
範
囲
内
）


